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微生物は海洋環境における水銀（Hg）の形態変化（脱メチル化・還元・メチル

化）に関与していることが知られていますが、どのような微生物が関与している

のか？その詳細はよくわかっていません。本研究では、水俣湾海水中の自由遊泳

性と粒子付着性微生物を対象とし、メチル水銀（MeHg）の脱メチル化（分解）

に関わる遺伝子（merB）、Hg の還元に関与する遺伝子（merA）、水銀のメチル

化に関わる遺伝子（hgcAB）を調べました。Hg 関連遺伝子を解析したところ、

自由遊泳性と粒子付着性画分から merAおよび merB遺伝子が検出され、水俣湾

の海水中において Hg の還元能並びに MeHg 分解能を持つ微生物が存在してい

ることが示唆されました。系統解析の結果、Hgの還元にはアルファプロテオバ

クテリア系統群が、一方で、MeHgの分解にはアクチノバクテリア系統群が寄与

していることが明らかになりました。本研究の結果は、海洋環境中における水銀

の形態変化（特に除去過程）における微生物の役割を理解する上で重要な知見と

なります。 

 
図. 沿岸海⽔中における粒⼦付着性並びに⾃由遊泳性微⽣物によるメチル⽔銀の分解・⽔銀の還元過程 


